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今回は、乳用牛群検定全国協議会が（公財）全国競馬・畜産振興会の補助を受けて行った「酪農経営支援に関
する調査検討事業」から、検定成績表の活用に関係するものを紹介したいと思います。この事業は、牛群検定成
績表の活用を図るもので、検定成績表の活用について広く調査分析しています。検定成績表の基本を復習しなが
ら解説します。

1　検定成績表の基本

検定成績表に記載される各検定牛は、図1に示した
通り搾乳日数順（分娩後日数順、分娩年月日順）に並
んでいます。牛コード順ではないので、農家が自分の
気になる牛の検定記録を見ようと思った時、搾乳日数
を把握しないとなかなか探し出すことができません。
「検定成績表はゴチャゴチャしていて良くわからない」
とおっしゃる方は依然として多いのですが、その多くの
場合は「搾乳日数順に検定牛が並んでいる」という点
を承知されていないことが多く見受けられます。何故、
このような並びにしたか？その理由は2つあります。
一つ目は、このように検定牛を並べることで、泌乳

ステージごとに検定牛をグループ化して成績表の活用
が出来るからです。図 1に記したとおり検定成績表に
は分娩後45日目と150日目に 2本の太線が引いてあり
ます。この太線を使えば、45日以下の泌乳初期のグル
ープ、45 ～ 150日の泌乳ピーク期のグループ、150日
以上の泌乳中後期のグループとなります。
二つ目は、検定成績表の活用方法として、データか

ら牛を見るという使い方をするという点です。例えば、
図 2および図 3に示した通り「あっ、体細胞数（デー
タ）が高い牛がいる。何番の牛だろう？」という風に、
データを先に見るわけです。牛を番号順に一頭一頭見
ていくのは大変です。先にデータを見て異常があれ
ば、牛を特定して観察した方が効率良く活用できます。
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図2　帳票の使い方①　おかしな記録を見つける

図3　帳票の使い方②　検定牛を特定して観察する

2　乳成分値の活用

反芻動物である乳牛にとって最も重要なのはしっか
りしたルーメンマットを形成することです。そのため
には、良質の粗飼料（繊維）を充分に与えることが重
要です。さらに、微生物が効率的に繊維を分解できる
よう、適切な濃厚飼料（でんぷん、糖）により微生物
の利用しやすい環境を整える必要があります。こうい
った健康なルーメン内ではpHが6.5程度に保たれ酢酸
菌が優位に立ちます。そうしますと、VFA（酢酸、
酪酸、プロピオン酸等低級脂肪酸の総称）としては酢
酸が主にルーメン内で作成されることになり、生乳中

に粗飼料に由来する牛乳本来の乳脂肪（短鎖脂肪酸）
が生まれます。
また、蛋白飼料もルーメンマットが充分に形成され
たルーメンでは微生物が飼料由来の蛋白質をアンモニ
アに分解し、これを効率よく微生物体蛋白に作り替え
ます。この微生物体蛋白は消化されたのち小腸からア
ミノ酸として吸収され、乳腺で生乳中の乳蛋白質合成
に利用されます。そして、余ったアンモニアは肝臓で
尿素となり、これが生乳中に移行したものをMUN（乳
中尿素態窒素）として検出している訳です。
図 4からは極めていろいろなことがわかります。例
えば「MUNが高い」という事象が発生したとしま
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す。その場合、ルーメン内に代謝されずアンモニアが
沢山残っていることが考えられます。では、何故アン
モニアが多いかと言えば、飼料の分解性蛋白質が高す
ぎる、すなわち飼料設計において蛋白質が過剰だった
り、粗蛋白質濃度は同じであっても、サイレージなど
では変質によって蛋白質が分解されてアンモニアに変
わるため、ルーメン微生物が利用しきれなくなるから
です。また、微生物を増やす濃厚飼料（でんぷん、
糖）が不足している場合もあります。
このように牛群検定で記録された乳成分値を、給与
飼料の診断や乳牛の健康診断として、利用することが
出来ます。

3　乳脂率の活用

図 5は、図 1に示した検定成績表のうち、検定牛の
分娩および乳成分の部分を拡大したもので、分娩後45
日目ラインより上位、すなわち分娩後間もない検定牛
のグループです。乳脂率が 5％以上となっている検定
牛が何頭かいることがわかります。

乳脂率 5％以上となる検定成績は、牛が削痩し体調
不良となっている代表的事例とされています。分娩後
の高泌乳に対し食欲が伴わないと、体脂肪が分解され
削痩します。体脂肪は遊離脂肪酸（NEFA）として血
中に放出されます。通常であれば牛は、粗飼料をルー
メン分解した低級脂肪酸（VFA）から乳脂肪を作り
ますが、これは短鎖脂肪酸として、3.5 ～ 4.0％の乳脂
率となります。しかし、体脂肪由来の遊離脂肪酸の場
合は長鎖脂肪酸として 5％以上の乳脂率となります。
このメカニズムにはもう一つ大事なことがあります。
図 4に示しましたが、遊離脂肪酸は肝臓を経由しま
す。その際に肝臓に付着しやすく、脂肪肝の要因とな
ってしまうことです。脂肪肝は、様々な周産期病（ケ
トーシス、繁殖障害、第四胃変位など）の引き金にな
りやすく、繁殖にも影響すると言われています。
ですから、乳脂率活用の大きなポイントは、まず乳

脂率 5％を越えている牛を検定成績表で探し出し（※注1）

て、牛の状態をよく観察することです。夏場など乳脂
率の低い時期に、5％以上の牛がいると全体の底上げ
になるからと言って、放っておいてはいけません。病
気の一歩手前なのです。特にケトーシスは要注意で
す。痩せた牛がボーっと立っていて、呼気に特有のケ
トン臭がするようでしたら獣医師に相談してください。

（※注 1）�乳脂率 5 ％以上を検定成績表で簡単に見つ
ける方法

乳脂率のミニグラフの目盛りは、2.5 ～ 5.0％です。
ですから、ミニグラフの棒が大きく伸びきっている検
定牛が乳脂率 5％以上となる要チェック牛です。

図4　飼料成分と生乳成分の関係 図5
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4　酪農経営支援に関する調査検討事業

ここまで記した内容については、これまでも本誌で
何度も取り上げてきた内容です。「酪農経営支援に関
する調査検討事業」において、「乳脂率 5 ％以上」と
いう目安について、調査しました。図 6を参照してく
ださい。

（1）当該乳期中に除籍される比率
分娩直後に乳脂率 5％以上となった牛が、その後の
泌乳期間中に除籍（淘汰）された比率を調査したもの
です。除籍理由は問いませんので、分娩直後に乳脂率
5％以上となったことと、除籍されたことの直接の因
果関係は必ずしもありません。乳脂率 5％以上となる
検定牛が泌乳途中で除籍される比率は27.1％で、他よ
り5.4％も高いという結果でした。骨折などの外傷な
どは、乳脂率 5％越える、越えないにかかわらず発生
するのは明らかですから、この5.4％という差は、病
気でなくとも、体調不良で食欲不足による乳量減とい
ったことが関与していると考えられます。

（2）不受胎牛の比率
不受胎のために除籍されてしまった牛の比率を調査
したものです。牛群検定における妊娠判定は、NR70
法（※注 2）を採用しているので、妊娠していなくとも授精
を70日間休んでしまうと自動的に妊娠判断されてしまい
不受胎の集計ができません。そこで、本調査では次産
分娩がなかった牛を集計しています。ですので、意識
的に人工授精しなかった牛も含んでいることになりま
す。しかし、乳量を沢山出している牛に、良い発情が来
ていれば、人工授精を行わないわけはありません。です
ので、ここで対象となった牛はどの牛も受胎させようと
して受胎しなかった牛とも考えられます。分娩直後に乳
脂率 5％以上となった牛は33.4％が不受胎であり、ここ
でも他より5.4％も高いという結果です。

（※注 2）NR70法（ノン リターン70日法）
人工授精を行って、その後70日間授精報告がなけれ
ば妊娠と見なす方法。受胎していない場合は、N報告
（不受胎）もしくは、次回授精を報告すること。

（3）分娩間隔
前述は不受胎牛の集計でしたが、受胎した牛の分娩

間隔の集計結果です。分娩間隔は発情発見などにも左
右されますが、ここでは次産分娩したものすべてを集
計しています。分娩直後に乳脂率 5％以上となった牛
は、5.4％受胎しづらいだけでなく、受胎したとしても
分娩間隔で他より6日間も長くなるという結果でした。

5　改善

今回の調査結果から、分娩直後の乳脂率が 5％を越
えないように飼養管理改善すれば、無駄な淘汰牛を減
らすことができ、次乳期も搾れて、子牛も早く取れる
ことになります。良いことづくめですね。分娩直後に
乳脂率が 5％を越えてしまう原因は 2つあります。
ひとつは、泌乳末期のボディコンディションスコア
（BCS）です。泌乳末期に余分に過肥となれば、過肥
となった分だけ分娩後に分解される体脂肪が増えるこ
とになり、乳脂率が上がりやすくなります。泌乳末期
までにBCSは、3.25 ～ 3.5に調整します。もうひとつ
は、分娩前の移行期の管理です。分娩前から徐々に濃
厚飼料を増やしていき、ルーメン絨毛を伸ばし、ルー
メン機能を高めておき、分娩直後に栄養不足とならな
いようにします。

次回は、乳蛋白質率の活用について紹介します。

図6
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